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1　

白
河
郡
人
と
記
さ
れ
た
削
屑
。
陸
奥
国
白
河
郡
出
身
者
の
人
事
評
価
関
連
木
簡
の
削

屑
で
あ
ろ
う
。
古
代
東
北
出
身
者
が
平
城
京
で
勤
務
し
、
全
国
へ
の
文
字
普
及
に
一
役
買
っ

て
い
た
証
左
の
一
つ
。

　

2　

陸
奥
国
名
取
郡
か
ら
の
昆
布
の
贄
荷
札
。
陸
奥
国
の
調
庸
物
は
多
賀
城
に
備
蓄
さ
れ

る
た
め
、都
で
陸
奥
国
の
荷
札
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
ま
れ
。
贄
と
は
天
皇
用
の
食
材
で
あ
り
、

こ
の
昆
布
も
最
高
級
品
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
遠
く
陸
奥
か
ら
、
最
高
級
の
食
材
が
平
城
京
に

届
け
ら
れ
、
そ
の
繁
栄
を
支
え
て
い
た
。

　

3　

免
陸
奥
国
と
記
さ
れ
た
削
屑
。
内
容
は
不
詳
だ
が
、
陸
奥
国
に
関
す
る
役
職
を
解
か

れ
た
こ
と
に
関
係
す
る
も
の
か
。
東
北
と
平
城
京
に
も
、
盛
ん
な
人
々
の
往
来
が
あ
り
、
様
々

な
交
流
が
あ
っ
た
。

全
国
に
広
が
る
文
字

凡
　
例

一�

、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
資
料
館
で
行

う
秋
期
企
画
展
「
地
下
の
正
倉
院
展
─
コ
ト
バ
と
木
簡
」
に
ち
な
ん
で

編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。（
会
期
二
〇
一
一
年
一
〇
月
一
八
日
（
火
）
―

一
一
月
二
七
日
（
日
））

一�

、
木
簡
の
保
存
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
会
期
中
二
週
間
ご
と
に
二
回
の

展
示
替
え
を
行
う
。

一�

、
木
簡
の
写
真
は
、
特
に
明
記
し
た
も
の
以
外
は
、
原
寸
の
七
五
パ
ー
セ

ン
ト
に
縮
小
し
て
掲
載
し
た
。
写
真
下
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
今
回
の
展

示
に
お
け
る
通
し
番
号
を
示
す
。
ま
た
、
重
要
文
化
財
指
定
品
に
は
、

番
号
の
右
に
○
印
を
付
し
た
。

一�

、展
示
並
び
に
本
書
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、研
究
支
援
部
連
携
推
進
課
・

企
画
調
整
部
展
示
企
画
室
の
全
面
的
な
協
力
を
得
た
。

一�

、
本
書
の
編
集
は
、
都
城
発
掘
調
査
部
史
料
研
究
室
の
馬
場
基
・
井
上
幸

が
担
当
し
、渡
辺
晃
宏
・
馬
場
基
・
井
上
幸
が
執
筆
し
た
。
木
簡
の
写
真
は
、

企
画
調
整
部
写
真
室
の
中
村
一
郎
が
撮
影
し
た
。

一�

、
今
回
の
展
示
に
あ
た
っ
て
は
、
以
下
の
諸
機
関
の
ご
後
援
を
得
た
。
記

し
て
謝
意
を
表
す
る
。

　

�

読
売
新
聞
社
・
文
化
庁
・
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
飛
鳥
歴
史
公

園
事
務
所
・
奈
良
県
教
育
委
員
会
・
奈
良
市
教
育
委
員
会
・
近
畿
日
本

鉄
道
株
式
会
社
・
奈
良
交
通
株
式
会
社
・
木
簡
学
会

1
（×1.0）

3
（×1.0）

22
（赤外）

奈
良
時
代
、
支
配
の
道
具
と
し
て
の
文
字
は
全
国
に
広
ま
っ
た
。
こ

の
文
字
の
普
及
は
、
文
化
や
人
の
交
流
を
も
支
え
る
存
在
で
も
あ
っ

た
。
文
字
を
背
景
に
し
た
巨
大
な
交
流
と
文
化
融
合
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
遠
く
陸
奥
の
国
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。

　
ご
あ
い
さ
つ

　

木
簡
は
、
コ
ト
バ
を
持
っ
た
発
掘
遺
物
で
す
。
遺
跡
に
、
コ
ト
バ
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

　

で
は
、
古
代
の
人
々
は
ど
の
よ
う
に
木
簡
に
コ
ト
バ
を
託
し
た
の
で

し
ょ
う
。
漢
字
と
い
う
異
文
化
の
文
字
を
使
い
こ
な
す
工
夫
や
、
文
字
の

書
き
記
し
方
に
み
え
る
漢
字
へ
の
習
熟
な
ど
、
木
簡
に
は
万
葉
び
と
が
コ

ト
バ
を
文
字
で
表
そ
う
と
し
た
努
力
の
あ
と
が
深
く
し
み
こ
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
う
し
た
コ
ト
バ
を
テ
ー
マ
に
展
示
を
組
み
立
て
て
み
ま
し

た
。
木
簡
に
記
さ
れ
た
文
字
か
ら
、
万
葉
び
と
が
語
ら
っ
た
コ
ト
バ
の
世

界
を
垣
間
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
ご
後
援
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　

二
〇
一
一
年
一
〇
月

	

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構

	

奈
良
文
化
財
研
究
所
長	

松
村　

恵
司
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コ
ト
バ
を
漢
字
で

16
・
19
・
21　

漢
字
を
使
い
こ
な
す
に
は
、
練

習
が
必
要
だ
。
そ
う
し
た
下
級
役
人
の
努
力
が

よ
く
わ
か
る
木
簡
も
多
い
。練
習
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
意
味
も
な
く
漫
然
と
機
械
的
に
書
い
て
ば

か
り
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
木
簡
は
彼
ら
の
心

理
や
つ
ぶ
や
き
を
読
み
取
る
格
好
の
素
材
。

　

19
は
檜
扇
の
骨
に
書
か
れ
た
も
の
。「
官
」「
宮
」

と
間
違
え
や
す
い
字
形
の
文
字
を
練
習
し
た
の

か
と
思
い
き
や
、「
中
大
式
民
治
」
と
続
く
文
字

は
、
八
省
の
う
ち
中
務
・
大
蔵
・
式
部
・
民
部
・

治
部
各
省
の
最
初
の
一
文
字
と
一
致
す
る
。
最

初
の
「
官
宮
」
も
太
政
官
・
宮
内
省
な
の
か
、

そ
れ
と
も
「
宮
」
を
書
い
た
と
こ
ろ
で
、
省
名

に
連
想
が
広
が
っ
た
の
か
。

　

21
は
、
ま
ず
片
面
に
「
青
」
と
「
秦
」
を
三
文

字
ず
つ
と「
謹
謹
申
」を
書
い
た
ら
し
い
。「
謹
申
」

は
下
級
役
人
が
日
々
書
い
て
い
た
だ
ろ
う
文
言
。

裏
返
し
て
心
新
た
に「
謹
」を
書
い
た
と
こ
ろ
で
、

旁
の
異
な
る
言
偏
の
文
字
へ
と
連
想
を
広
げ
て

い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
見
慣
れ
な
い
文
字
も
あ
る

が
、「
論
語
」
の
よ
う
に
教
養
の
見

え
隠
れ
す
る
部
分
も
あ
る
。
論
語
は

千
字
文
と
と
も
に
、
下
級
役
人
が
最

も
慣
れ
親
し
ん
だ
中
国
の
書
物
。
習

書
木
簡
に
も
よ
く
登
場
す
る
。

　

16
は
、
散
位
寮
が
宿
直
担
当
者
を

報
告
す
る
木
簡
の
余
白
を
使
い
文
字

を
練
習
し
て
い
る
。
裏
面
に
こ
の
木

簡
の
署
名
者
と
同
じ
「
檜
前
舎
人
連
」

の
文
字
を
書
く
。
自
分
が
書
き
損
じ
た

木
簡
を
習
書
に
使
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

9
・
14
・
15　

9
と
14
は
、
漢
文
の
語
順
で
な

く
、
日
本
語
で
読
む
と
お
り
の
順
序
で
動
詞
を

後
ろ
に
書
く
。
9
は
「
充
飯
六
（
四
）
升
」、
14

は「
塞
御
垣
廝
」と
本
来
な
ら
書
く
べ
き
と
こ
ろ
。

木
簡
の
書
き
手
が
、
漢
文
で
は
な
く
、
日
本
語

と
し
て
書
き
付
け
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　

15
は
も
う
少
し
長
い
文
章
の
例
。「
此
を
取
る

人
は
逃
げ
る
女
と
成
る
」
と
そ
の
ま
ま
読
み
下

せ
る
。
こ
れ
は
長
屋
王
邸
内
の
井
戸
か
ら
見
つ

か
っ
た
ク
ジ
引
き
札
と
み
ら
れ
る
木
簡
で
、
後

半
部
分
を「
御
六
世
相
」（
弥
勒
の
世
に
あ
う〈
生

ま
れ
変
わ
る
の
意
味
か
〉）、「
盗
人
妻
成
」（
ぬ

す
び
と
の
妻
と
な
る
）
と
す
る
木
簡
も
一
緒
に

見
つ
か
っ
て
い
る
。

日
本
語
を
ど
う
や
っ
て
漢
字
で
書
き
記
す
か
。
漢
字
を
生
み
出
し
た

中
国
語
と
日
本
語
で
は
、
発
音
も
文
法
も
異
な
る
。
古
代
の
人
々
は

さ
ま
ざ
ま
に
工
夫
を
し
て
、
漢
字
と
い
う
外
国
の
文
字
を
使
い
こ
な

し
て
い
っ
た
。
木
簡
は
そ
の
様
子
を
知
る
格
好
の
資
料
で
あ
る
。

9

14

15

19

16 

21
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26

27

23

25

29○

30○
（×0.7）　

　

漢
字
は
、
形
・
よ
み
方
・
意
味
の
３
つ
を
あ
わ
せ
も
つ
。
多
く
は
、
意
味
を

利
用
し
て
中
国
語
の
よ
う
に
書
き
表
す
が
、
時
に
、
よ
み
方
（
音
・
訓
）
だ
け

を
利
用
す
る
。
例
え
ば
、
阿
や
安
を
ア
に
、
伊
や
以
を
イ
に
あ
て
て
、
日
本
語

の
一
つ
の
発
音
を
一
つ
の
漢
字
で
書
く
。
今
の
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
の
先
祖

の
姿
、
万
葉
仮
名
だ
。
こ
れ
で
日
本
語
を
意
の
ま
ま
、
話
す
ま
ま
、
自
在
に
書

き
記
せ
る
。
万
葉
び
と
の
こ
え
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
が
、
当
時
の
言
語
を
知

ら
な
い
私
た
ち
に
は
何
を
意
味
す
る
の
か
特
定
し
に
く
い
こ
と
も
あ
る
。

26
・
27　

犬
へ
の
飯
支
給
に
関
わ
る
木
簡
。
長
屋
王
家
木
簡
。
26
「
瘡
男
」、
27

「
加
佐
乎
」
と
い
う
人
物
が
、
支
給
さ
れ
た
飯
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

　

こ
の
「
瘡
男
」
と
「
加
佐
乎
」
は
、
お
そ
ら
く
同
一
人
物
。
26
は
、
漢
字
二

文
字
の
意
味
を
利
用
し
た
表
記
、
27
は
漢
字
の
読
み
方
を
利
用
し
た
表
記
で
、

一
音
ず
つ
“
加
＝
カ
”“
佐
＝
サ
”“
乎
＝
ヲ
”
と
読
め
る
。
26
だ
け
で
は
読
み

方
を
確
定
し
が
た
い
が
、
27
が
「
カ
サ
ヲ
」
で
あ
る
こ
と
の
証
拠
に
な
る
。

23　

蔬
菜
類
の
進
上
や
購
入
な
ど
に
関
わ
る
木
簡
か
。
長
屋
王
家
木
簡
。「
阿
布

比
」
と
書
き
、「
ア
フ
ヒ
」
と
読
め
る
。
植
物
の
「
葵
」
を
さ
す
の
だ
ろ
う
。
他

に
「
阿
夫
毘
」
と
書
く
場
合
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
葵
」
と
書
い
た
木
簡
も

あ
る
。

25　

若
狭
国
遠
敷
郡
青
郷
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
鰯
の
干
物
の
荷
札
。「
伊
和
志
」

と
書
き
、「
イ
ワ
シ
」
と
読
め
る
。
こ
れ
に
対
し
、「
鰯
」
と
書
い
た
木
簡
も
あ
る
。

【
木
簡
に
出
て
く
る
万
葉
仮
名
表
記
の
例
】

29
・
30　

習
書
が
全
面
に
わ
た
る
中
に
万
葉
仮
名
の
文
言
が
み
え
る
木
簡
。
29
は
「
多
可
夜
万〔
□乃
ヵ
〕」

と
あ
り
、「
タ
カ
ヤ
マ
ノ
（
高
山
の
）」
と
読
め
る
。
他
に
「
為
」
の
字
な
ど
の
練
習
を
す
る
が
、

裏
面
は
木
の
割
れ
た
部
分
に
ま
で
習
書
さ
れ
て
い
る
。
表
面
上
部
に
は
鳥
の
絵
も
描
く
。
30
は「
津

玖
余
々
美　

宇
我
礼
」
と
あ
り
、「
ツ
ク
ヨ
ヨ
ミ　

ウ
カ
レ
（
月
夜
好
み
浮
か
れ
、
と
い
う
意
か
）」

と
読
め
る
。
元
々
「
謹
解　

川
口
関
務
所
」
と
い
う
過
所
（
関
所
を
通
過
す
る
た
め
の
パ
ス
ポ
ー

ト
）
の
文
言
を
書
い
た
後
、
数
度
に
わ
た
り
、
表
裏
に
「
未
」・「
皇
」・「
讃
」・「
雁
」
な
ど
の
字

を
書
き
加
え
た
も
の
。
日
本
語
の
助
詞
や
活
用
語
尾
ま
で
も
書
き
表
す
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
万

葉
仮
名
で
書
く
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
と
も
い
え
る
。

　

最
近
の
各
地
の
出
土
例
に
よ
り
、
万
葉
仮
名
で
歌
や
散
文
を
記
す
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
七
世
紀

半
ば
ま
で
遡
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
と
に
歌
を
記
す
木
簡
の
発
見
が
、
難
波
宮
跡
、
滋
賀

県
宮
町
遺
跡
、
京
都
府
馬
場
南
遺
跡
な
ど
で
相
次
ぎ
、
従
来
か
ら
知
ら
れ
る
難
波
津
の
歌
の
木
簡

や
墨
書
土
器
の
広
が
り
と
と
も
に
、
木
簡
の
万
葉
仮
名
表
記
は
今
広
く
注
目
を
集
め
て
い
る
。

佐

米

サ
メ
（
鮫
）

麻

須

マ
ス
（
鱒
）

伊

加

イ
カ
（
烏
賊
）

意

期

オ
ゴ
（
お
ご
の
り
〈
海
藻
の
一
種
〉
か
）

伊
祇
須

イ
ギ
ス
（
い
ぎ
す
〈
海
藻
の
一
種
〉
か
）

奈
須
比

ナ
ス
ビ
（
茄
子
）

智

佐

チ
サ
（
チ
シ
ャ
菜
）
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33

34

32

文
字
の
す
が
た
か
た
ち

新
し
い
文
字
の
か
た
ち
を
作
り
だ
し
た
り
、
書
き
や
す
い
よ
う
に
書

い
た
り
、
漢
字
を
習
得
し
、
熟
練
し
は
じ
め
た
万
葉
人
は
、
自
在
に

使
い
こ
な
し
て
い
く
。
当
時
の
す
が
た
か
た
ち
を
留
め
た
木
簡
に
は
、

活
字
か
ら
は
知
り
得
な
い
様
々
な
情
報
が
つ
ま
っ
て
い
る
。

37○

38

42

37
・
38　

と
も
に
若
狭
国
か
ら
の
「
塩
」
の
荷
札
。「
国
」「
郡
」「
郷
」「
塩
」
と

い
う
字
を
見
比
べ
る
と
、
形
が
異
な
る
。
木
簡
で
よ
く
使
わ
れ
る
字
な
の
で
、
特

に
種
類
が
豊
富
だ
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
字
と
し
て
通
用
し
た
よ
う
だ
。

42　
「
丹
後
国
熊
野
郡
田
村
郷
」
か
ら
の
荷
札
。「
刑
部
」
の
「
部
」
の
形
は
、
現

代
と
同
じ
「
部
」
と
書
く
場
合
も
あ
る
が
、
カ
タ
カ
ナ
の
「
マ
」
や
「
ア
」
の
よ

う
な
形
も
あ
る
。
こ
れ
は
、「
部
」
の
旁
「
阝
」
を
大
き
く
省
略
し
た
も
の
。
七

世
紀
に
は
「
ア
」
の
形
で
書
か
れ
る
の
が
普
通
だ
が
、
八
世
紀
に
な
る
と
し
だ
い

に
「
マ
」
の
形
が
一
般
化
す
る
。
中
国
や
朝
鮮
半
島
の
影
響
も
あ
る
と
さ
れ
る
。

文
字
の
形
は
、
時
代
の
流
れ
を
も
伝
え
て
く
れ
て
い
る
。

33　

筑
後
国
生
葉
郡
か
ら
、
霊
亀
三
（
七
一
七
）
年
分
の
贄
と
し
て
貢
進
さ
れ
た

煮
塩
年
魚
（
ア
ユ
）
の
荷
札
。
活
字
の
よ
う
に
か
っ
ち
り
と
整
っ
た
楷
書
で
書
か
れ

て
い
る
。
天
皇
へ
贄
を
献
上
す
る
と
い
う
状
況
に
も
ふ
さ
わ
し
い
趣
で
あ
る
。

32　

監
物
の
史
生
等
が
酒
を
造
酒
司
に
請
求
し
た
文
書
（
啓
〈
手
紙
の
よ
う
な
文

書
〉）。
監
物
は
監
察
や
出
納
を
掌
り
、
庫
蔵
の
鑰か
ぎ

の
授
受
を
行
う
。

　

33
と
は
対
照
的
に
、
木
簡
表
裏
全
面
に
わ
た
っ
て
、
流
れ
る
よ
う
な
行
書
風
の

筆
づ
か
い
で
あ
る
。
紙
媒
体
の
啓
の
類
の
文
書
で
は
、
他
の
文
書
と
異
な
っ
て
こ

の
よ
う
な
趣
の
も
の
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
相
手
に
何
か
を
伝
え
る
た
め
に
、

書
か
れ
て
い
る
す
が
た
も
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。

34　

藁
四
十
束
を
明
日
返
す
か
ら
暫
く
貸
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
る
手
紙
の
木
簡
。

宛
先
は
、「
東
宅
司
所
（
東
宅
の
家
政
機
関
）」
で
、
書
き
手
は
、
大
友
真
君
（
某

官
司
の
史
生
）。
相
手
に
最
も
伝
え
た
い
「
藁

束
」
を
や
や
大
き
く
、
前
後
も
空

け
て
、
き
わ
だ
た
せ
て
い
る
。
32
と
同
じ
く
流
れ
る
よ
う
な
筆
づ
か
い
で
、
こ
の

よ
う
な
書
き
ぶ
り
は
、
古
代
の
木
簡
で
は
珍
し
い
。
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43

48○

45

43
・
45
・
48　

男
性
名
に
広
く
使
わ
れ
た
マ
ロ
は
、「
麻
呂
」「
万
呂
」

「
末
呂
」「
萬
侶
」な
ど
さ
ま
ざ
ま
に
書
か
れ
る
。
し
い
て
い
え
ば「
麻

呂
」
が
フ
ォ
ー
マ
ル
、「
万
呂
」
が
日
常
用
で
、両
者
は
混
用
さ
れ
る
。

ま
た
、「
万
呂
」
や
「
末
呂
」
の
場
合
、
決
ま
り
き
っ
た
二
文
字
目

の
「
呂
」
は
、
45
の
よ
う
に
き
わ
め
て
簡
略
に
書
い
た
り
、
43
の

よ
う
に
記
号
的
に
書
い
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
中
に
は
全
く
書

か
な
い
こ
と
も
あ
る
。

　

租
税
に
付
け
ら
れ
る
荷
札
に
は
、
普
通
納
め
る
人
の
本
籍
地
が

書
か
れ
る
。
戸
主
・
戸
口
な
ど
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
文
字
は
、
本

来
は
そ
れ
ぞ
れ
二
文
字
な
の
に
、
48
の
「
戸
主
」
の
よ
う
に
、
一

文
字
と
し
て
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
合
わ
せ
字
と
呼
ぶ
。

ほ
か
に
「
麻
呂
」
を
「
麿
」、「
日
下
」
を
「

」
と
書
く
例
な
ど

が
あ
る
。

49
・
53
・
54　
「
参
」（「
參
」）
と
い
う
漢
字
に
は
、
日
本
語
の
「
み
っ

つ
」
と
「
ま
い
る
」
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
八
世
紀
に
も
「
み
っ

つ
」
の
意
味
の
時
は
「
三
」
を
使
う
の
が
普
通
だ
っ
た
が
、
今
で

も
領
収
書
な
ど
の
数
字
に
わ
ざ
わ
ざ
難
し
い
「
参
」
を
書
く
こ
と

が
あ
る
よ
う
に
、
昔
も
特
別
の
場
合
に
は
字
画
の
多
い
「
参
」
を

使
う
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
木
簡
や
正
倉
院
文
書
な
ど
、
生
の
史
料
に
書
か
れ
た

「
参
」
の
字
形
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
下
半
部
を
「
彡
」
の
字
形
で

書
く
も
の
は
一
つ
も
な
く
、あ
る
の
は
「
㣺
」

と「
三
」の
二
種
類
。
し
か
も
、今
で
は「
み
っ

つ
」
と
「
ま
い
る
」
の
ど
ち
ら
の
意
味
で
も

同
じ
「
参
」
を
用
い
る
け
れ
ど
、
万
葉
び
と

は
意
識
し
て
意
味
に
よ
っ
て
字
形
を
使
い
分

け
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

　

53
・
49
の
「
参
」
は
下
半
を
「
㣺
」
の
字
形
、

54
の
「
参
」
は
下
半
を
「
三
」
の
字
形
で
書

い
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
53
・
49
の
「
参
」
が

と
も
に
「
ま
い
る
」
の
意
味
で
あ
る
（
53
は

物
品
の
付
札
な
の
で
、
も
の
が
「
ま
い
る
」、

49
は
寮
庭
に
出
向
く
指
示
の
木
簡
で
、
ひ
と

が
「
ま
い
る
」）
の
に
対
し
、
54
は
地
名
の

参
河
（
三
河
と
も
書
か
れ
る
）
で
、「
み
っ
つ
」

の
意
味
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

　

奈
良
時
代
の
初
め
に
少
し
例
外
が
あ
る
だ

け
で
、
こ
の
使
い
分
け
は
ほ
ぼ
完
璧
。
こ
う

な
る
と
、「

」
と
「
叁
」
は
、
字
形
の
違

い
と
い
う
よ
り
も
、
互
い
に
意
味
の
異
な
る

別
の
文
字
の
関
係
に
あ
っ
た
と
み
た
方
が
い

い
の
か
も
知
れ
な
い
。

53

49○

54○
（×0.7）　
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60
（×0.35）

59○

57

木
簡
か
ら
万
葉
歌
を
の
ぞ
く
と

仏
造
る　

ま
朱そ
ほ

足
ら
ず
ば

　

水
溜
ま
る　

池
田
の
朝あ

臣そ

が　

鼻
の
上
を
掘
れ

�

（
巻
一
六
ー
三
八
四
一
）　

　
（�

仏
像
を
造
る
朱
砂
が
足
り
な
か
っ
た
ら
、
池
田
の
朝
臣

の
赤
い
鼻
の
上
を
掘
っ
た
ら
い
い
よ
。）

　

鼻
の
赤
さ
を
、「
仏
像
用
の
朱
が
掘
り
出
せ
る
ぞ
」
と
か

ら
か
う
。
仏
像
作
成
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、こ
の
「
朱
」

は
金
メ
ッ
キ
に
用
い
る
水
銀
の
原
料
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

「
か
ら
か
う
」
よ
う
な
軽
い
会
話
の
中
で
も
、「
仏
像—

水

銀—

朱
」
と
い
う
連
想
が
容
易
に
で
き
る
の
が
、
万
葉
び
と

で
あ
っ
た
。
仏
像
の
造
立
や
、
そ
こ
で
の
原
材
料
が
、
万
葉

び
と
に
と
っ
て
は
ご
く
身
近
な
存
在
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
で

あ
ろ
う
。
木
簡
に
も
、
仏
像
や
朱
は
登
場
す
る
。

55　

仏
像
の
造
立
に
あ
た
っ
た
帳
内
と
廝
に
米
を
支
給
し

た
木
簡
。

56　

朱
沙
の
進
上
を
命
じ
た
木
簡
。
た
だ
し
、
こ
の
朱
は
絵

の
た
め
の
顔
料
で
あ
ろ
う
。
55
・
56
と
も
に
長
屋
王
家
木
簡
。

醤ひ
し
お

酢す

に　

蒜ひ
る

搗つ

き
合か

て
て　

鯛
願
ふ　

我
に
な
見
え
そ　

水な

葱ぎ

の
羮あ
つ
も
の

�

（
巻
一
六
ー
三
八
二
九
）　

　
（
醤
酢
に
搗
い
た
蒜
を
添
え
た
タ
レ
で　

鯛
が
食
べ
た
い
。
水
葱
の
羮
は
、
消
え
て
欲
し
い
。）

　

あ
こ
が
れ
の
「
鯛
」
と
現
実
の
水
葱
の
羮
。
木
簡
に
も
こ
れ
ら
の
食
材
は
登
場
す
る
。
た
だ
し
、
蒜
や

水
葱
は
比
較
的
少
な
く
、
鯛
も
加
工
品
が
多
い
。

57　

酢
の
付
札
と
見
ら
れ
る
木
簡
。
造
酒
司
出
土
。
造
酒
司
で
は
酢
も
醸
造
し
て
い
た
。

59　

若
狭
国
遠
敷
郡
青
郷
か
ら
の
鯛
鮨
（
ナ
レ
ズ
シ
）
の
荷
札
木
簡
。

　

僧ほ
ふ
し

を
戯な
ぶ

り
嗤わ
ら

ふ
歌
一
首

法
師
ら
が　

髭
の
剃
り
杭　

馬
繋
ぎ　

い
た
く
な
引
き
そ　

僧
は
泣
か
む

　

法
師
の
報こ
た

ふ
る
歌
一
首

檀だ
ん

越お
ち

や　

然し
か

も
な
言
ひ
そ　

里さ
と

長を
さ

が　

課く
わ

役や
く

徴は
た

ら
ば　

汝い
ま
し

も
泣
か
む

�

（
巻
一
六
ー
三
八
四
六
・
三
八
四
七
）　

　
（�

僧
を
か
ら
か
う
歌
。
お
坊
さ
ん
の
、
髭
の
剃
り
残
し
に
馬
を
つ
な
い
で
も
、
強
く
引
っ
張
っ
た
ら
い

け
な
い
よ
。
お
坊
さ
ん
が
泣
い
ち
ゃ
う
か
ら
。

　

�

僧
が
応
え
る
歌
。
旦
那
さ
ん
よ
、
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
な
。
里
長
が
税
の
取
り
立
て
に
き
た
ら
、
あ
な

た
だ
っ
て
泣
い
ち
ゃ
う
で
し
ょ
う
。）

　

杭
に
つ
な
い
で
も
暴
れ
る
馬
、
な
ん
だ
か
張
り
切
っ
て
い
る
里
長
。
木
簡
に
も
、
こ
う
し
た
人
々
の
片

鱗
が
み
え
る
こ
と
が
あ
る
。

60　

近
江
国
か
ら
藤
原
京
へ
向
か
う
際
の
過
所（
通
行
証
）木
簡
。下
ッ
道
側
溝
出
土
。里
長
が
署
名
・
発
行
。

書
式
や
記
載
内
容
な
ど
の
点
か
ら
も
、
注
目
さ
れ
る
木
簡
。

56

55
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66

65

62

63○

70

68

67

家
に
あ
り
し　

櫃ひ
つ

に
鏁か
ぎ

刺
し　

蔵を
さ

め
て
し　

恋
の
奴や
っ
こ

が　

つ
か
み
か
か
り
て

�

（
巻
一
六
ー
三
八
一
六
）　

　
（�

家
の
櫃
の
中
に
、
カ
ギ
を
掛
け
て
閉
じ
こ
め
た
は
ず
の
恋
っ
て
奴
が
、
抜
け
出
し
て
つ
か
み
か
か
っ

て
く
る
よ
。）

　

穂
積
親
王
は
酔
い
が
回
る
と
、
い
つ
も
こ
の
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
。
家
で
「
封
印
」
し
た
は
ず
の
恋

心
が
う
ず
く
と
は
、
口
説
き
文
句
か
言
い
訳
か
。

62　

カ
ギ
の
名
前
を
記
し
た
木
簡
。
カ
ギ
を
括
り
付
け
る
穿
孔
は
な
い
。
カ
ギ
の
管
理
に
関
わ
る
札
か
。

多
数
の
カ
ギ
が
運
用
さ
れ
て
い
た
様
子
が
分
か
る
。
二
条
大
路
木
簡
。

63　

折
櫃
の
付
札
。
折
櫃
は
檜
の
薄
板
を
曲
げ
て
加
工
し
た
容
器
。
内
裏
外
郭
北
出
土
。
同
じ
土
坑
か

ら
は
、
衣
類
を
納
め
た
櫃
の
付
札
も
多
く
出
土
し
て
い
る
。

（
前
略
）　

我あ

が
毛
ら
は　

み
筆ふ
み
て

は
や
し　

我
が
皮
は　

み
箱
の
皮
に　

我
が
肉し
し

は　

み
膾な
ま
す

は
や
し　

我
が
肝
も　

み
膾
は
や
し　

我
が
み
げ
は　

み
塩
の
は
や
し　
（
後
略
）

�

（
巻
一
六
ー
三
八
八
五
）　

　
（�

・
・
・
私
の
毛
は
筆
の
材
料
、
私
の
皮
は
箱
の
材
料
、
私
の
肉
は
膾
の
材
料
、
私
の
肝
も
膾
の
材
料
、

私
の
ミ
ノ
（
胃
）
は
塩
辛
の
材
料
・
・
・
）

　

芸
能
者
が
家
々
の
門
で
歌
う
「
門
付
け
」
の
一
節
。
猟
で
殺
さ
れ
そ
う
な
鹿
の
言
葉
。
鹿
の
利
用
を

具
体
的
に
述
べ
る
。
鹿
は
食
材
と
い
う
側
面
も
含
め
利
用
価
値
が
高
か
っ
た
。

65
・
66　

鹿
肉
の
付
札
。
65
は
干
し
肉
。
66
も
お
そ
ら
く
干
し
肉
で
あ
ろ
う
。

67　

阿
波
国
（
現
在
の
徳
島
県
）
か
ら
の
贄
の
荷
札
。「
鹿
薦
」
は
「
鹿
薦
纏
」
で
あ
ろ
う
。
鹿
を
薦
で

く
る
ん
だ
も
の
か
。 

ひ
さ
か
た
の　

雨
も
降
ら
ぬ
か

   
　

蓮
葉
に　

溜
ま
れ
る
水
の　

　
　

玉
に
似
た
る
見
む

�
（
巻
一
六
ー
三
八
三
七
）　

　
（�

雨
が
降
ら
な
い
か
な
あ
。
蓮
の
葉
に
水
が

溜
ま
っ
て
、
玉
の
よ
う
に
見
え
る
の
が
見

た
い
。）

　

兵
衛
府
で
の
宴
席
で
、
料
理
が
盛
り
つ
け
て

あ
っ
た
蓮
葉
を
題
材
に
、
兵
衛
が
即
興
で
詠
ん

だ
歌
。
蓮
葉
や
兵
衛
は
木
簡
で
も
お
な
じ
み
の

顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

68　

片
岡
（
現
在
の
奈
良
県
王
寺
町
付
近
）

か
ら
蓮
葉
を
運
ん
だ
際
の
木
簡
。
長
屋
王
家

木
簡
。

70　

兵
衛
の
召
喚
状
。
二
条
大
路
木
簡
。
兵

衛
府
で
は
な
く
、
軍
政
全
体
を
管
轄
す
る
兵

部
省
が
呼
び
出
し
て
い
る
。


